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海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛

け
て
ア
フ
リ
カ
や
欧
州
ま
で
世

界
各
地
に
出
掛
け
て
い
た
。
台

湾
駐
在
の
経
験
も
し
た
が
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
赴
任
は
意
外
だ
っ

た
。

　

「
50
歳
を
超
え
て
子
会
社
帝

人
商
事
に
出
向
し
、
海
外
勤
務

は
も
う
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
岡
本
社
長
か
ら
海
外
赴
任

を
示
唆
さ
れ
て
意
外
で
し
た

が
、
僕
の
年
齢
か
ら
言
え
ば
欧

米
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
分
か
り
も
っ
と
驚
き
ま
し

た
」
。

　

１
９
８
８
年
、
53
歳
で
赴
任

し
た
。
帝
人
の
現
地
合
弁
会
社

Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
社
長
だ
。
何

も
知
ら
ず
馴
染
み
も
薄
い
イ
ス

ラ
ム
社
会
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。

赴
任
当
時
、
湾
岸
戦
争
が
あ
り

日
本
社
会
が
イ
ス
ラ
ム
世
界
に

関
心
を
強
め
て
い
た
矢
先
で
あ

る
。

　

「
欧
米
人
と
の
付
き
合
い
は

知
っ
て
い
た
つ
も
り
で
す
。
イ

ス
ラ
ム
の
人
々
と
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
、
と
不
安
で
し

た
。
し
か
し
、
従
業
員
を
は
じ

め
、
人
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
実
際
に
付
き
合
っ
て
み
る

と
、
日
本
人
と
意
外
に
よ
く
合

う
。
人
懐
こ
く
て
温
和
な
人
々

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は
朝
礼
を

は
じ
め
、
な
る
べ
く
使
う
努
力

を
し
た
つ
も
り
で
す
。
多
民
族

多
宗
教
国
家
で
、
婉
曲
に
物
を

い
う
ジ
ャ
ワ
人
と
ス
ト
レ
ー
ト

に
意
見
を
言
う
ス
マ
ト
ラ
人
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
社
員
も
出

身
に
よ
っ
て
対
応
を
考
え
る
細

心
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。
こ

の
経
験
は
、
そ
の
後
の
イ
ス
ラ

ム
を
は
じ
め
国
際
社
会
の
理

解
、
対
応
に
役
立
っ
た
と
思
い

ま
す
」
。

　

赴
任
当
時
は
政
治
安
定
の
上

に
経
済
が
発
展
す
る
ス
ハ
ル
ト

長
期
政
権
の
絶
頂
期
。
積
極
的

な
外
資
導
入
策
で
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
経
済
が
順
調
に
伸
び
て
い

た
。

　

「
国
全
体
が
活
気
づ
い
て
い

て
、
一
番
い
い
時
期
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
い
た
と
思
い
ま
す
。

経
済
成
長
の
勢
い
に
乗
り
、
工

場
を
増
設
し
利
益
も
伸
ば
せ

た
。
社
内
の
非
効
率
な
仕
組
み

も
積
極
的
に
改
め
る
こ
と
が
で

き
、
在
任
の
４
年
間
を
振
り
返

る
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
、
と
感
謝
の

気
持
ち
が
い
ま
も
大
き
い
」
。

　

企
業
の
社
会
的
貢
献
に
も
社

会
の
目
が
集
ま
り
始
め
た
時
期

だ
っ
た
。
１
９
７
４
年
の
田
中

首
相
訪
問
時
の
反
日
暴
動
発
生

以
降
、
日
系
企
業
は
現
地
社
会

に
対
し
て
は
目
立
っ
て
い
た
守

り
の
経
営
か
ら
転
機
を
迎
え
て

い
た
。

　

「
在
任
３
年
目
の
91
年
に

は
、
奨
学
金
支
援
を
す
る
財
団

ヤ
ヤ
サ
ン
・
テ
イ
ジ
ン
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
初
め
て
奨
学
金

を
渡
し
た
子
供
た
ち
の
キ
ラ
キ

ラ
と
し
た
目
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
支
給
は
い
ま
も
続
け
、
多

く
の
学
生
を
支
援
し
て
い
ま

す
」
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
国
の
東
西

の
距
離
が
東
京
か
ら
ハ
ワ
イ
ま

で
匹
敵
す
る
広
大
な
国
だ
。

　

「
で
き
る
限
り
地
方
へ
も
出

か
け
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
か
ら

見
れ
ば
原
始
的
な
生
活
を
続
け

る
パ
プ
ア
州
（
当
時
は
イ
リ
ア

ン
・
ジ
ャ
ヤ
州
）
中
央
高
地
の

ワ
メ
ナ
に
も
行
き
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
裸
状
態
の
暮
ら
し
で
し

た
が
、
穴
倉
式
住
居
を
の
ぞ
く

と
中
に
テ
レ
ビ
が
置
い
て
あ

る
。
面
食
ら
い
ま
し
た
。
風
葬

文
化
で
知
ら
れ
る
ス
ラ
ウ
ェ
シ

島
の
ト
ラ
ジ
ャ
の
幻
想
的
な
光

景
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

世
界
観
が
大
い
に
広
が
り
ま
し

た
」
。

　

命
令
を
受
け
た
時
は
意
外
だ

っ
た
赴
任
先
も
付
き
合
っ
て

「
大
好
き
」
に
な
っ
た
。
平
日

は
外
国
人
用
マ
ン
シ
ョ
ン
と
勤

務
先
の
往
復
。
休
日
は
ゴ
ル
フ

か
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と

い
う
日
本
人
駐
在
員
は
少
な
く

な
い
。

　

「
定
年
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
、
板
垣
社
長
に
お
願
い
し
た

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
92
年
に
突

然
の
帰
国
指
令
が
出
て
、
本
社

の
取
締
役
に
な
り
ま
し
た
が
、

出
世
は
同
期
周
辺
で
最
も
遅
か

っ
た
」
。

　

帝
人
で
社
長
、
会
長
、
そ
し

て
日
本
政
策
金
融
公
庫
総
裁
と

要
職
を
歴
任
し
た
が
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
へ
の
関
心
は
幅
広
く
持

ち
続
け
た
。

　

「
お
世
話
に
な
っ
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
た
め
何
か
し
た
い
、

と
思
い
続
け
ま
し
て
。
帝
人
社

内
で
日
本
語
の
絵
本
を
集
め
、

仕
事
を
通
じ
て
親
交
の
深
か
っ

た
マ
ル
ジ
オ
ノ
夫
妻
の
協
力
も

い
た
だ
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

に
訳
し
寄
付
し
ま
し
た
。
看
護

師
・
介
護
師
候
補
生
の
受
け
入

れ
条
件
を
緩
和
し
よ
う
と
努
力

も
し
ま
し
た
。
政
界
の
ト
ッ
プ

と
も
交
流
の
機
会
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ユ
ド
ヨ
ノ
前
大
統
領

と
も
政
治
調
整
相
時
代
に
来
日

し
た
際
、
東
京
の
四
谷
で
カ
ラ

オ
ケ
で
ご
一
緒
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
英
語
の
歌
が
大
変
上

手
で
し
た
。

　

軍
育
ち
の
感
は
あ
る
け
ど
、

ク
リ
ー
ン
な
印
象
の
方
で
『
国

の
経
済
発
展
を
』
と
い
う
明
確

な
ポ
リ
シ
ー
が
お
話
か
ら
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
国
に
せ

よ
そ
の
国
が
好
き
に
な
ら
な
い

と
、
仕
事
は
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
。

　

【
プ
ロ
フ
ィ
ル
】　

や
す

い
・
し
ょ
う
さ
く　
１
９
３
５

年
生
ま
れ
、
京
都
府
出
身
。
88

〜
92
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
駐

在
。
帝
人
社
長
・
会
長
や
日
本

化
学
繊
維
協
会
会
長
、
総
合
規

制
改
革
委
員
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
総
裁
な
ど
を
歴
任
。

　

（
あ
す
は
竹
内
行
夫
氏
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
予
定
）

　

今
年
５
月
に
全
米
で
公
開
さ
れ

た
映
画
「
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
」
を

見
た
。
眠
り
の
森
の
美
女
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
実
写
映
画
で
、
女
優

の
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー

が
妖
精
・
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト

を
演
じ
た
。

　

有
名
な
話
で
は
、
呪
い
に

よ
っ
て
永
遠
の
眠
り
に
つ
い

た
オ
ー
ロ
ラ
姫
に
「
真
実
の

愛
」
で
キ
ス
を
す
る
の
が
王

子
様
だ
。
し
か
し
、
こ
の
作

品
で
は
目
覚
め
の
キ
ス
を
し

た
の
は
マ
レ
フ
ィ
セ
ン
ト
だ

っ
た
。

　

世
界
各
国
で
ヒ
ッ
ト
し
た

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ア
ナ
と

雪
の
女
王
」
で
も
、
「
真
実

の
愛
」
が
登
場
す
る
。
そ
れ

も
妹
と
姉
の
「
愛
」
で
恋

人
は
そ
っ
ち
の
け
だ

っ
た
。
知
ら
な
い
間

に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
で

は
定
番
の
王
子
様
と
の
ハ

ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
が
違
う
形

に
な
っ
て
い
た
。

　

「
物
語
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と

は
限
ら
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
、

Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
甲
斐
切
清
子
さ
ん
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
生
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
ｅ
ｎ
塾
の
台
本
を
読
ん
だ

時
、
決
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
の
一
言
で
終
わ
ら
な
い
結

末
に
驚
く
私
に
教
え
て
く
れ

た
。
同
劇
団
の
作
品
は
い
つ

も
そ
う
な
の
だ
と
い
う
。

　

い
わ
ゆ
る
紋
切
り
型
の

「
い
つ
ま
で
も
幸
せ
に
暮
ら

し
ま
し
た
」
で
は
な
い
。
そ

れ
で
も
悲
し
い
わ
け
じ
ゃ
な

い
。
甲
斐
切
さ
ん
は
、
幸
せ

の
形
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
い

う
。
恋
人
よ
り
も
姉
を
選
ぶ

妹
が
い
て
も
、
王
子
様
よ
り

も
妖
精
が
い
い
と
い
う
お
姫

様
が
い
て
も
い
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

今
週
末
に
は
ｅ
ｎ
塾
の
本

公
演
が
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
完

売
。
13
日
土
曜
日
、
満
席
で
迎
え

る
劇
場
の
幕
が
上
が
る
。

（
西
村
百
合
恵
）

ハッピーエンドの形
　サングラスをかけるスシ
海洋水産相、背後には黒煙
を上げて炎上する漁船―。
ジャカルタ特別州内で10
日、中央政府による違法漁
船の沈没を描いた垂れ幕が
登場した＝写真、アンタラ
通信。

　新作映画のポスターと見
まがうデザインで、「ほか
の船はどこ？」のキャッチ
コピーがついている。政府
は外国の違法漁船を爆破し
て沈没させる措置を開始、
すでに３隻を沈めている。
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新作映画ではありません

イ
ス
ラ
ム
社
会
の
実
像
知
る

帰
国
後
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
関
係

旭
日
大
綬
章　
受
賞
者
に
聞
く  

㊤

　

平
成
26
年
度
秋
の
叙
勲
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
勤
務
経
験
者
２
人
が
勲
章
の
最
高
位
に
近
い
旭
日

大
綬
章
に
輝
い
た
。
日
本
大
使
館
で
一
等
書
記
官
、
大
使
と
二
度
に
わ
た
り
勤
務
し
た
竹
内
行

夫
氏
と
帝
人
の
現
地
合
弁
会
社
帝
人
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
の
社

長
を
４
年
間
務
め
た
安
居
祥
策
氏
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
駐
在
か
ら
何
を
得
た
の
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
、
経
験
を
も
と
に
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。　
　
　

（
聞
き
手　

斉
藤
麻
侑
子
）

帝
人
イ
ン
ド
ネ
シ
ア・フ
ァ
イ
バ
ー
元
社
長

安
居
祥
策
氏

　
旭
日
大
綬
章　
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
顕
著
な
功
績

を
挙
げ
た
者
に
授
与
さ
れ
る
旭
日
賞
の
最
高
位
の
勲

章
。
主
要
閣
僚
、
大
会
社
社
長
、
最
高
裁
判
事
な
ど

春
秋
の
叙
勲
を
合
わ
せ
て
十
数
人
が
受
賞
す
る
。

Ｊ
Ｘ
、製
油
所
増
強
で
協
力

海
外
初
　
プ
ル
タ
ミ
ナ
と
合
弁
も
検
討

　

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区
、

杉
森
務
社
長
）
は
10
日
、
国
営

石
油
ガ
ス
の
プ
ル
タ
ミ
ナ
と
製

油
所
の
増
強
事
業
を
共
同
検
討

す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。
Ｊ
Ｘ

が
海
外
の
製
油
所
運
営
に
関
わ

る
の
は
初
め
て
。
合
弁
会
社
の

設
立
も
視
野
に
、
今
後
の
海
外

製
油
所
事
業
の
足
が
か
り
に
す

る
。

　

共
同
検
討
す
る
の
は
東
カ
リ

マ
ン
タ
ン
州
の
バ
リ
ッ
ク
パ
パ

ン
製
油
所
。
日
量
22
万
バ
レ
ル

の
精
製
能
力
を
36
万
バ
レ
ル
に

増
強
し
、
国
際
競
争
力
が
あ
る

製
油
所
に
す
る
。
両
社
は
今
後

１
年
を
め
ど
に
増
強
の
経
済
性

や
製
品
の
販
売
方
法
な
ど
を
幅

広
く
協
議
。
プ
ル
タ
ミ
ナ
と
の

合
弁
会
社
化
で
製
油
所
を
運
営

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　

プ
ル
タ
ミ
ナ
は
同
日
、
中
国

石
油
化
工
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ

と
も
同
様
の
覚
書
を
交
わ
し

た
。
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
に
加

え
、
西
ジ
ャ
ワ
州
バ
ロ
ン
ガ
ン

と
中
部
ジ
ャ
ワ
州
チ
ラ
チ
ャ
ッ

プ
、
南
ス
マ
ト
ラ
州
プ
ラ
ジ
ュ

の
製
油
所
を
２
０
２
２
年
ま
で

に
、
リ
ア
ウ
州
ド
ゥ
マ
イ
の
製

油
所
は
25
年
ま
で
に
増
強
を
完

了
す
る
予
定
。
増
強
で
精
製
能

力
を
現
在
の
倍
と
な
る
日
量
１

６
８
万
バ
レ
ル
ま
で
引
き
上
げ

る
。
総
投
資
額
は
２
５
０
億
ド

ル
に
上
る
見
込
み
だ
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
石
油
精

製
能
力
が
足
り
て
お
ら
ず
、
原

油
を
輸
出
し
て
、
石
油
製
品
を

輸
入
し
て
い
る
。
新
政
権
は
、

プ
ル
タ
ミ
ナ
が
運
営
す
る
５
製

油
所
の
増
強
や
新
設
を
優
先
政

策
に
掲
げ
て
い
る
。

　

ソ
フ
ヤ
ン
経
済
調
整
相
は
９

日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
北
岸

の
巨
大
防
潮
堤
（
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
・
シ
ー
ウ
ォ
ー
ル
）
計
画

で
、
前
任
の
ハ
イ
ル
ル
・
タ
ン

ジ
ュ
ン
氏
が
進
め
た
構
想
を
再

検
討
す
る
考
え
を
示
し
、
調
査

研
究
を
経
て
２
カ
月
以
内
に
大

統
領
に
伝
え
る
と
明
ら
か
に
し

た
。
国
営
ア
ン
タ
ラ
通
信
が
報

じ
た
。

　

チ
ー
ム
は
イ
ン
ド
ロ
ヨ
ノ
海

事
調
整
相
、
シ
テ
ィ
環
境
林
業

相
、
ス
シ
海
洋
水
産
相
、
ナ
シ

ル
研
究
技
術
・
高
等
教
育
相
で

組
織
。
ソ
フ
ヤ
ン
氏
は
「
防
潮

堤
は
死
活
的
な
問
題
で
は
な

い
。
専
門
家
と
と
も
に
持
続
可

能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
。
20
年
間
だ
け

う
ま
く
い
け
ば
良
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
」
と
話
し
た
。
同

計
画
は
地
盤
の
軟
ら
か
さ
や
沈

下
、
予
算
面
な
ど
で
実
現
性
を

疑
問
視
す
る
見
方
も
あ
っ
た
。

　

積
極
派
だ
っ
た
前
任
の
ハ
イ

ル
ル
氏
は
任
期
切
れ
前
に
防
潮

堤
計
画
の
開
始
を
発
表
し
て
い

た
。

インタビューに答える安居氏
　

国
防
省
の
内
部
資
料
か
ら
、

同
省
の
多
連
装
ミ
サ
イ
ル
シ
ス

テ
ム
（
Ｍ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
）
調
達
事
業

で
入
札
不
正
の
疑
い
が
浮
上
し

て
い
る
。
英
字
紙
ジ
ャ
カ
ル
タ

ポ
ス
ト
が
10
日
、
報
じ
た
。

　

同
紙
は
国
防
省
の
内
部
調
査

団
が
２
０
１
２
年
の
４
、
６
月

に
当
時
の
プ
ル
ノ
モ
・
ユ
ス
ギ

ア
ン
ト
ロ
国
防
相
ら
省
幹
部
宛

て
に
作
成
し
た
報
告
書
を
入

手
。
４
億
５
０
０
万
ド
ル
の
Ｍ

Ｌ
Ｒ
Ｓ
調
達
事
業
を
ブ
ラ
ジ
ル

の
企
業
が
落
札
す
る
過
程
で
、

大
統
領
令
や
政
府
物
資
・
サ
ー

ビ
ス
調
達
政
策
庁
（
Ｌ
Ｋ
Ｐ

　

パ
プ
ア
州
パ
ニ
ア
イ
県
で
国

軍
兵
士
と
警
察
官
が
民
間
人
に

発
砲
し
た
８
日
の
事
件
で
、
米

国
の
人
権
団
体
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ

イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ
（
Ｈ
Ｒ
Ｗ
）

は
10
日
、
８
０
０
人
が
参
加
し

た
抗
議
活
動
に
、
部
隊
が
発
砲

し
た
と
の
調
査
結
果
を
発
表
し

た
。
死
者
は
５
人
と
し
て
い

る
。

　

抗
議
活
動
に
は
女
性
や
子
ど

も
も
参
加
し
、
平
和
的
に
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
。
死
亡
し
た

４
人
は
17
〜
18
歳
の
少
年
で
、

も
う
一
人
の
年
齢
は
不
明
。
少

な
く
と
も
17
人
が
負
傷
し
、
こ

の
う
ち
５
人
は
小
学
生
だ
っ
た

と
い
う
。
「
明
ら
か
に
不
必
要

な
実
弾
の
使
用
」
と
し
て
、
当

局
に
迅
速
か
つ
公
正
な
調
査
を

求
め
た
。

　

目
撃
者
や
現
地
の
人
権
活
動

家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
聞

き
取
り
調
査
を
し
た
。

　

地
元
メ
デ
ィ
ア
が
住
民
の
話

と
し
て
報
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
７
日
夜
、
付
近
を
走
行
し
て

い
た
無
灯
火
の
乗
用
車
に
、
複

数
の
少
年
が
ラ
イ
ト
を
点
灯
す

る
よ
う
注
意
。
運
転
手
は
少
年

と
口
論
を
し
た
後
、
国
軍
詰
め

所
近
く
か
ら
複
数
の
男
を
連
れ

て
現
場
に
戻
り
、
12
歳
の
少
年

に
暴
行
を
加
え
た
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
住
民
は
発
砲
が
あ
っ

た
８
日
朝
に
か
け
、
抗
議
運
動

を
起
こ
し
て
い
た
。

　

都
心
の
二
輪
車
通
行
規
制
試

験
の
一
環
で
、
財
閥
マ
ヤ
パ
ダ

グ
ル
ー
プ
が
、
通
勤
者
が
代
替

手
段
と
し
て
利
用
す
る
２
階
建

て
バ
ス
５
台
を
ジ
ャ
カ
ル
タ
特

別
州
政
府
に
寄
付
し
た
。
10
日

に
は
、
独
立
記
念
塔
（
モ
ナ

ス
）
広
場
で
公
開
さ
れ
、
市
民

が
試
乗
し
高
い
車
窓
か
ら
の
景

観
を
楽
し
ん
だ
＝
写
真
、
ア
ン

タ
ラ
通
信
。　

政
府
は
17
日
か

ら
タ
ム
リ
ン
通
り

と
メ
ダ
ン
・
ム
ル

デ
カ
バ
ラ
ッ
ト
通

り
（
モ
ナ
ス
広
場

西
側
）
で
の
二
輪

車
通
行
を
試
験
的

に
禁
止
。
将
来
的

に
は
、
移
動
手
段

が
な
い
通
勤
者
ら

に
無
料
バ
ス
約
１

０
０
台
の
運
行
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
計
画
だ
が
、
調

達
で
き
て
い
る
の

は
寄
付
さ
れ
た
５

台
の
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

退
役
将
校
で
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政

権
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る

ル
フ
ッ
ト
・
パ
ン
ジ
ャ
イ
タ
ン

元
産
業
貿
易
相
は
９
日
、
シ
ン

ク
タ
ン
ク
の
戦
略
国
際
問
題
研

究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
ワ
シ
ン
ト

ン
）
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席

し
、
２
０
１
９
年
ま
で
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
国
防
予
算
が
２
０

０
億
ド
ル
（
約
２
兆
３
８
０
０

億
円
）
規
模
に
達
す
る
と
の
見

通
し
を
示
し
た
。

　

ユ
ド
ヨ
ノ
前
政
権
時
代
に
国

防
省
は
、
同
年
ま
で
に
、
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
占
め
る

国
防
予
算
の
割
合
を
１
・
５
％

に
す
る
計
画
を
定
め
て
い
る
。

ル
フ
ッ
ト
氏
は
こ
の
計
画
を
踏

ま
え
、
今
後
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
年
率
で

７
％
ず
つ
成
長
し
た
場
合
、
２

Ｐ
）
規
定
の
違
反
が
複
数
あ

り
、
１
億
３
４
９
０
万
ド
ル
の

損
失
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
こ
の
企

業
は
要
求
水
準
に
達
し
な
い
仕

様
の
車
両
を
納
入
し
た
ほ
か
、

ミ
サ
イ
ル
を
運
搬
す
る
支
援
車

両
の
納
入
数
も
計
画
を
大
き
く

下
回
っ
た
と
い
う
。
金
銭
の
授

受
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
報

告
書
に
は
会
計
検
査
院
（
Ｂ
Ｐ

Ｋ
）
の
検
査
で
問
題
の
露
呈
を

懸
念
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
。

　ぼくは、今年の夏休み
にタイへ旅行に行きまし
た。タイに着いて｢タイは道にゴミ
が落ちてなくてきれいだな｣と思い
ました。タイに着いたその日にニュ
ーハーフショウを見に行きました。
ニューハーフショウではお母さんは
すごく楽しんでいたけれど、ぼくは
全然楽しくなく、「どこが楽しい
の」と思いました。
　二日目は、象に乗りました。最初
背中に乗っていたけれど、飼育員
が、首に乗っていいと言ってくれた
ので、象の首に乗りました。象の首
には初めて乗ったので首のどこに乗
っていいのか、どこを持ったら安全
なのかと色々考えました。けれど、
普通に座って乗る事が一番安全でし
た。ぼくは象乗りがものすごく楽し
かったので、もっと乗っていたいと
思いました。
　三日目は、エンジンボートに乗り
ました。ぼくが乗った所は一番前だ
ったので風がものすごく当たって気
持ちよかったです。ガイドさんから
大トカゲがいると聞いていたので周
りを探していたけれど、周りにはヤ
シの木、バナナの木、人の住んでい
る家しかなくて残念ながら大トカゲ
に会う事が出来ませんでした。
　楽しかったのでまたタイに行きた
いです。

▼ツイッターから情報流出
　国際サッカー連盟（ＦＩＦＡ）は
９日、ツイッターから移籍情報など
を流出させたとして、ＰＳＩＳスマ
ラン、プルセバヤ・スラバヤ、プル
シレス・バリ・デバの３クラブに罰
金を科すと発表した。ＦＩＦＡがツ
イッターからの情報流出で罰金を科
すのは初めてという。
                    （ブリタ・サトゥ）
▼スマトラトラが牛襲う
　北スマトラ州ランカット県バホロ
コ地区で、野生のスマトラトラが家
畜の牛を襲う被害が相次いでいる。
地元住民は９日、州政府と県に対し
て被害報告書を提出。州政府は、ス
マトラトラの生息地域への立ち入り
を禁止するなどして対処する方針。      
                            （アンタラ）
▼酒と薬物で死亡？
　ジョクジャカルタ特別州で観光ガ
イドをしていたサントソ・ウィドウ
ォさん（53）が９日、公衆トイレか
ら遺体で発見された。警察の調べで
は遺体に暴行された跡はなく、アル
コールの過剰摂取と違法薬物の摂取
が死因とみられている。
              （トリブンジョクジャ）
▼スラバヤで暴風警報
　東ジャワ州スラバヤ市で９日、強
風と豪雨に見舞われ、高校生が強風
で倒れた木の下敷きになり、死亡し
た。市関係者は今後３日間、強風と
豪雨の恐れがあり、注意喚起してい
る。           （トリブンニュース）
▼出稼ぎ労働者支援の女性が受賞
　人権の向上に貢献した団体や人を
たたえる「ヤップ・ティアム・ヒエ
ン賞」の今年の受賞者が、アニス・
ヒダヤットさん（53）に決まった。
アニスさんは1998年から出稼ぎ労働
者の権利向上を訴える活動を行って
きた。        （エポックタイムズ）
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株　価

為　替
三菱東京UFJ銀T.T.B

10,000円＝997,100ルピア

 （10日終値、前日比8,200ルピア安）

1ドル＝12,015ルピア

 （同、30ルピア高 ）

両替商調べ

10,000円＝1,036,500ルピア

1ドル＝12,315ルピア

インドネシ ア証券取引所株価指数

＝5165.407
（10日終値、前日比43.095ポイント△）

０
１
９
年
に
は
２
０
０
億
ド
ル

に
達
す
る
と
指
摘
し
た
。

　

ル
フ
ッ
ト
氏
は
、
海
洋
進
出

を
進
め
る
中
国
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
が
南
シ
ナ
海
の

領
有
権
問
題
を
め
ぐ
っ
て
対
立

し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、

解
決
に
向
け
た
対
話
を
促
進
す

る
努
力
を
続
け
る
と
も
指
摘
し

た
。

デ
モ
に
は
800
人
参
加
か

パ
プ
ア
の
発
砲
、死
者
５
人

国
防
省
で
入
札
不
正
か

多
連
装
ミ
サ
イ
ル
調
達
で

巨
大
防
潮
堤
を
見
直
し

ソ
フ
ヤ
ン
経
済
相
、慎
重
姿
勢

禁
止
二
輪
車
の
代
替
手
段

無
料
バ
ス
、ま
ず
５
台

ジ
ャ
カ
ル
タ
政
府
に
寄
付

19
年
、国
防
予
算
200
億
ド
ル

ル
フ
ッ
ト
氏
が
見
通
し



　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権

が
高
く
掲
げ
た
「
海

洋
国
家
」
政
策
は
雄

大
な
国
家
政
策
の
印

象
を
内
外
に
与
え
て

い
る
。
豊
富
な
水
産

資
源
を
生
か
す
漁
業

の
振
興
か
ら
島
と
島

を
つ
な
ぐ
海
運
業
の

育
成
、
そ
の
重
要
な

担
い
手
と
な
る
造
船

産
業
の
近
代
化
、
ひ

い
て
は
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
の
海
を
舞
台
に

繰
り
広
げ
る
観
光
業
へ

の
注
力
な
ど
夢
は
広
が

る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

こ
の
と
こ
ろ
メ
デ
ィ

ア
報
道
で
目
立
つ
の

が
、
外
国
船
に
よ
る
違

法
操
業
、
い
わ
ゆ
る
密

漁
の
摘
発
報
道
だ
。
取

り
締
ま
り
当
局
が
海
軍

の
支
援
も
受
け
、
領
海

で
許
可
な
く
操
業
し
て

い
た
タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
漁
船
を
拿
捕
し
始

め
た
。
水
産
資
源
の
保

護
を
目
指
す
政
府
の
毅

然
と
し
た
姿
勢
と
し
て

理
解
で
き
る
。

　

こ
こ
へ
き
て
拿
捕
（
だ

ほ
）
し
た
漁
船
を
爆
破
も
始

め
た
。
最
有
力
紙
コ
ン
パ
ス

は
11
月
６
日
付
け
一
面
ト
ッ

プ
で
爆
破
さ
れ
炎
上
す
る
漁

船
の
写
真
を
大
き
く
掲
げ
、

海
を
守
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

姿
勢
を
内
外
に
示
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
爆
破
と
は
。
違

法
操
業
な
ら
違
反
者
を
罰
す

る
方
法
は
い
く
ら
も
あ
る
。

漁
船
を
接
収
し
て
使
う
方
法

も
あ
る
だ
ろ
う
。
爆
破
す
れ

ば
海
洋
汚
染
も
心
配
し
な
け

７ 経　済 2014年（平成26年）12月11日（木曜日）

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
近
、
こ
ん
な
話
を
聞
い

た
。
中
国
は
最
近
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
領
海
周
辺
で
か
な
り
強
硬

態
度
を
示
し
て
い
る
。
違
法
操

業
漁
船
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
当
局

が
拿
捕
し
た
と
こ
ろ
武
力
に
よ

る
威
嚇
で
強
引
に
漁
船
、
漁
民

を
奪
還
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

関
係
当
局
は
中
国
の
姿
勢
に
怒

り
を
強
め
て
い
る
と
さ
れ
、
爆

破
は
そ
の
意
思
表
示
か
も
し
れ

な
い
。

　

実
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
他

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比

べ
て
中
国
は
強
い
。
冷
戦

中
、
中
国
共
産
党
の
後
押

し
を
受
け
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
共
産
党
を
壊
滅
さ
せ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー

シ
ア
も
中
国
共
産
党
の
介

入
か
ら
守
り
結
果
と
し
て

東
南
ア
ジ
ア
安
定
と
経
済

発
展
に
貢
献
し
た
。
中
国

と
の
国
交
正
常
化
に
際

し
、
米
国
、
日
本
、
ソ
連

は
首
脳
が
先
に
北
京
を
訪

問
し
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
の
場
合
は
中
国
首
脳

が
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
先
に
訪

問
し
た
。
華
人
（
中
国
人

系
国
民
）
の
人
口
の
割
合
が

３
、
４
％
程
度
で
、
華
人
は
ど

う
頑
張
っ
て
も
政
治
の
主
導
権

を
握
る
こ
と
は
出
来
な
い
事
情

も
あ
る
。

　

新
政
権
の
「
海
洋
国
家
」
政

策
、
漁
業
、
海
運
、
造
船
、
観

光
と
い
う
四
つ
の
経
済
的
側
面

に
加
え
、
中
国
を
念
頭
に
置
い

た
「
安
全
保
障
」
と
い
う
側
面

も
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
漁
船
爆
破
」
も
含
め
た
海
洋

政
策
、
今
後
が
見
逃
せ
な
い
。

　

              

（
小
牧
利
寿
）

　

カ
ラ
副
大
統
領
は
こ
の
ほ

ど
、
３
日
間
ジ
ャ
ワ
島
各
州
の

製
糖
工
場
を
視
察
し
、
砂
糖
の

自
給
達
成
に
向
け
「
新
工
場
を

作
る
以
外
に
道
は
な
い
」
と
話

し
、
10
製
糖
工
場
の
建
設
を
明

ら
か
に
し
た
。
老
朽
化
し
た
設

備
も
刷
新
し
５
年
以
内
に
生
産

高
を
倍
増
さ
せ
自
給
を
達
成
す

る
。

　

副
大
統
領
は
西
ジ
ャ
ワ
と
中

部
ジ
ャ
ワ
、
東
ジ
ャ
ワ
の
３
州

で
製
糖
工
場
を
視
察
。
設
備
が

古
く
、
生
産
性
が
低
い
と
し

て
、
国
営
農
園
の
工
場
が
操
業

す
る
中
部
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ
ゲ
ン

を
含
む
ジ
ャ
ワ
島
10
カ
所
に
工

場
を
新
設
す
る
と
明
言
し
た
。

原
料
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て

も
「
収
穫
量
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
１
０
０
ト
ン
と
し
、
品
質

も
（
砂
糖
の
成
分
で
あ
る
）
ス

ク
ロ
ー
ス
含
有
率
10
％
を
目
指

す
」
と
目
標
を
示
し
た
。

　

国
内
に
は
国
営
企
業
を
含
む

11
社
が
60
の
製
糖
工
場
を
保
有

し
て
い
る
が
、
設
備
の
老
朽
化

で
生
産
量
は
本
来
の
能
力
に
達

し
て
い
な
い
状
態
。
視
察
に
同

行
し
た
リ
ニ
・
ス
マ
ル
ノ
国
営

企
業
相
も
「
投
資
に
よ
っ
て
こ

そ
砂
糖
産
業
を
再
活
性
化
で
き

る
」
と
同
調
し
た
。　

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
砂
糖
消
費

量
は
年
間
５
０
０
万
ト
ン
。
ユ

ド
ヨ
ノ
前
政
権
も
砂
糖
自
給
を

掲
げ
、
今
年
の
生
産
量
５
７
０

万
ト
ン
達
成
を
目
指
し
て
き
た

が
、
２
０
１
１
年
２
２
６
万
ト

ン
、
12
年
２
６
０
万
ト
ン
、
13

年
２
５
０
万
ト
ン
と
目
標
に
は

ほ
ど
遠
い
。

　

副
大
統
領
は
ま
た
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
生
産
向
上
の
た
め
に
官
民

か
ら
な
る
農
園
企
業
団
体
が
運

営
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
サ
ト

　

同
社
が
発
表
し
た
新
作
ア
プ

リ
は
ネ
コ
耳
の
婦
人
警
官
を
操

る
、
手
軽
な
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
。
人
気
ゲ
ー
ム
「
ロ
ッ
ク
マ

ン
」
の
音
楽
を
手
が
け
た
作
曲

家
・
松
前
真
奈
美
氏
を
起
用
し

デ
ザ
イ
ン
も
日
本
風
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
キ
ッ
ク

ス
タ
ー
タ
ー
」
で
制
作

費
の
一
部
を
確
保
し
た

今
作
も
、
世
界
市
場
を

み
て
い
る
。

　

ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
は
参

入
が
比
較
的
容
易
。
制

作
費
は
家
庭
用
に
比
べ

少
な
く
す
み
、
売
り
上
げ
の
一

部
を
渡
す
な
ど
す
る
契
約
を
結

べ
ば
、
グ
ー
グ
ル
と
ア
ッ
プ
ル

が
運
営
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信

サ
ー
ビ
ス
か
ら
全
世
界
に
市
場

が
開
か
れ
る
。
ヒ
ッ
ト
す
れ
ば

利
益
が
大
き
い
。

　

サ
イ
バ
ー
以
外
に
も
セ
ガ
サ

ミ
ー
グ
ル
ー
プ
の
ト
ム
ス
・
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
星
金
融

大
手
・
大
華
銀
行
（
Ｕ
Ｏ
Ｂ
）

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
か

ら
出
資
を
受
け
た
。
出
資
は
同

社
が
進
め
る
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
対
す
る
も

の
。
競
合
が
入
ら
な
い
う
ち
に

先
行
者
利
益
を
確
立
し
、
支
配

的
な
地
位
を
築
こ
う
と
目
論

む
。
ア
ン
ト
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
に
は

定
期
的
に
費
用
が
か
か
る
が
、

市
場
が
伸
び
る
か
ら
、
後
で
も

う
か
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え

方
」
と
話
す
。
初
期
の
収
益
化

を
み
な
い
で
「
先
に
占
領
す

る
」
の
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系

企
業
に
共
通
す
る
傾
向
だ
。

「
ゲ
ー
ム
内
で
手
に
入
れ
た
ポ

　

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市
場
は
こ
れ
か
ら
。
海
外
で

稼
ぎ
な
が
ら
市
場
の
成
熟
を
待
ち
た
い
。
潜
在
性

は
大
き
い
」
。
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
出
資

す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
）
、

ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
開
発
会
社
「
タ
ッ
チ
テ
ン
」
の
ア

ン
ト
ン
・
ス
ハ
ル
ヨ
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
は
こ
う
話
し
た
。
同
社
は
６
日
、
新
作
ア
プ

リ
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ア
ク
ワ
イ
ア
ド
」
を
発
表
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
保
有
者
の
急

拡
大
、
若
い
人
口
動
態
を
背
景
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ス
マ
ホ
向
け
ゲ
ー
ム
「
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
」
の
将

来
は
明
る
そ
う
だ
。　

（
吉
田
拓
史
、
写
真
も
）

イ
市
場
の
潜
在
性
に
期
待

サイバーエージェントが出資

イ
ン
ト
を
現
実
世
界
で
利
用
で

き
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
」

▼
大
爆
発
が
待
っ
て
い
る

　

ス
マ
ホ
の
爆
発
的
な
普
及
と

と
も
に
世
界
で
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ

市
場
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

日
本
で
も
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
、
グ
リ
ー

な
ど
が
展
開
す
る
従
来
型
携
帯

電
話
向
け
の
課
金
型
ゲ
ー
ム
が

急
成
長
し
た
が
、
近
年
は
ス
マ

ホ
向
け
の
手
軽
な
ゲ
ー
ム
に
消

費
の
中
心
が
移
っ
た
。

　

ア
ン
ト
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
海
賊

版
の
多
い
中
国
で
も
月
１
億
円

の
収
益
を
あ
げ
る
ゲ
ー
ム
ア
プ

リ
が
出
た
。
タ
イ
で
も
１
億
円

が
出
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
そ

う
な
る
」
と
話
す
。

　

ス
マ
ホ
利
用
時
間
が
東
南
ア

ジ
ア
最
長
、
従
来
型
も
含
め
れ

ば
携
帯
の
普
及
率
は
９
割
近
い

と
み
ら
れ
、
ス
マ
ホ
の
保
有
率

が
急
速
に
上
昇
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
デ
ー
タ
も
あ
る
。
マ
ネ

タ
イ
ズ
（
収
益
化
）
の
壁
は
決

済
と
ア
ン
ト
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
考
え

る
。
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

普
及
率
が
低
く
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
で
通
話
料
を
払
う
人
が

多
い
。
通
話
料
の
高
い
日
本
で

は
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
に
払
っ
て
い

る
感
覚
の
な
い
人
も
多
い
」
。

通
信
速
度
は
遅
く
、
海
賊
版
が

猛
威
を
振
る
う
。

　

地
元
勢
は
ま
ず
海
外
市
場
で

稼
が
な
い
と
い
け
な
い
。
地
場

ト
ゲ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
ク

リ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

「
ど
う
や
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
市

場
に
食
い
込
む
か
が
直
近
の
課

題
」
と
話
し
た
。

「
ロ
ッ
ク
マ
ン
」
の

音
楽
で
知
ら
れ
る
松

前
真
奈
美
氏
（
右
か

ら
１
人
目
）
、
ア
ン

ト
ン
・
タ
ッ
チ
テ

ン
最
高
経
営
責
任
者

（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
右
か
ら

２
人
目
）
＝
６
日
、

南
タ
ン
ゲ
ラ
ン
・
ス

ル
ポ
ン
の
「
ゲ
ー
ム

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
ギ

ャ
ザ
リ
ン
グ
」
会
場

10
製
糖
工
場
を
建
設

カ
ラ
副
大
統
領     

砂
糖
自
給
目
指
す

ウ
キ
ビ
農
園
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
３
Ｇ
Ｉ
）
の
役
割
が
重
要

だ
と
指
摘
。
Ｐ
３
Ｇ
Ｉ
は
現

在
、
機
能
し
て
い
な
い
た
め
、

十
分
な
予
算
を
投
入
す
る
よ
う

ア
ム
ラ
ン
農
相
に
指
示
し
た
。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
新
政
権
は
砂
糖

の
ほ
か
、
コ
メ
と
大
豆
、
肉
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
自
給
を
優
先

政
策
と
し
て
い
る
。

 

新
型
液
晶
テ
レ
ビ
を
発
売

シ
ャ
ー
プ    

新
機
能
で
他
社
と
差
別
化
を

　

シ
ャ
ー
プ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
10

日
、
今
月
か
ら
販
売
す
る
液
晶

テ
レ
ビ
「
コ
コ
ロ
・
ア
イ
」
と

「
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
」
の
２
機

種
を
発
表
し
た
。
年
末
年
始
の

商
戦
に
向
け
、
新
製
品
の
市
場

投
入
で
月
間
２
７
０
０
台
の
販

売
を
目
標
に
設
定
し
、
液
晶
テ

レ
ビ
の
市
場
シ
ェ
ア
を
15
％
ま

で
引
き
上
げ
る
。

　

新
製
品
の
コ
コ
ロ
・
ア
イ
は

業
界
初
の
人
を
感
知
し
、
自
動

で
電
源
を
切
り
替
え
る
機
能

や
、
夜
間
に
足
下
を
照
ら
す
ラ

イ
ト
、
屋
内
の
明
る
さ
に
合
わ

せ
て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
光
を
調

節
す
る
機
能
を
搭
載
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
向
け
に
提
供
し
て
き

た
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｓ
）
「
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
」
を
搭
載
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
を
テ
レ
ビ
上

で
利
用
で
き
る
。

　

同
社
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ

の
シ
ェ
ア
は
首
位
を
誇
る
が
、

液
晶
テ
レ
ビ
は
他
社
メ
ー
カ
ー

が
安
価
な
価
格
で
販
売
を
伸
ば

し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

来
年
１
月
に
新
型
テ
レ
ビ
を

投
入
し
、
全
３
機
種
で
競
合
他

社
と
の
差
別
化
を
図
る
。

　

同
製
品
は
ア
ジ
ア
圏
で
販
売

し
、
先
行
し
て
販
売
し
た
マ
レ

ー
シ
ア
で
の
売
上
は
順
調
。
今

後
、
さ
ら
に
販
売
国
を
増
や
す

方
針
。
価
格
は
７
７
０
万
〜
４

８
０
０
万
ル
ピ
ア
。

（
佐
藤
拓
也
、
写
真
も
）

新発売の液晶テレビを発表する入江忠浩社長（左）ら
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
五
つ
の
ホ

テ
ル
を
運
営
す
る
ス
ペ
イ
ン
の

メ
リ
ア
ホ
テ
ル
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
は
地
方
都
市
へ
ホ
テ

ル
事
業
を
拡
大
す
る
。
地
元
メ

デ
ィ
ア
が
10
日
報
じ
た
。　

　

同
社
は
先
週
、
地
元
企
業
と

バ
リ
島
ウ
ブ
ド
の
ホ
テ
ル
を
管

理
運
営
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
幹
部
に
よ
る
と
、
バ
リ
島

レ
ギ
ャ
ン
、
東
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ

バ
ヤ
、
リ
ア
ウ
諸
島
州
ビ
ン
タ

ン
島
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
マ
カ
ッ
サ
ル

で
も
近
く
ホ
テ
ル
の
開
業
を
予

定
し
て
い
る
。

　

国
政
石
油
ガ
ス
の
プ
ル
タ
ミ

ナ
の
ア
フ
マ
ッ
ド
・
バ
ン
バ
ン

取
締
役
は
10
日
、
石
油
貿
易
子

会
社
ペ
ト
ラ
ル
か
ら
プ
ル
タ
ミ

ナ
に
石
油
輸
入
事
業
を
移
管
す

る
方
針
を
示
し
た
。
地
元
メ
デ

ィ
ア
が
報
じ
た
。

　

同
取
締
役
に
よ
る
と
ペ
ト
ラ

ル
は
輸
出
事
業
に
専
念
す
る
。

タッチテン

スマホ・ゲームアプリ発表
地
方
都
市
に
事
業
拡
大

メ
リ
ア
ホ
テ
ル
ズ

石
油
輸
入
事
業
を
移
管

調
査
中
の
ペ
ト
ラ
ル
か
ら

見逃せない海洋政策



8まち・ひと・憩い2014年（平成26年）12月11日（木曜日）

餅つきで交流の輪
南国で伝統体験を

　

日
本
の
年
末
の
風
物
詩
、
餅
つ
き
の
ベ
テ
ラ
ン
が
ジ
ャ
カ

ル
タ
に
い
る
。
安
倍
（
あ
ん
ば
い
）
正
男
さ
ん
（
61
）
。
日

本
人
の
集
ま
り
や
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校
（
Ｊ
Ｊ
Ｓ
）
な

ど
で
10
年
以
上
餅
つ
き
を
教
え
て
き
た
。
「
木
の
臼
（
う

す
）
と
杵
（
き
ね
）
を
使
っ
て
つ
い
た
お
い
し
い
餅
の
味
を

知
っ
て
も
ら
い
、
餅
つ
き
を
通
じ
て
交
流
の
輪
が
で
き
れ

ば
」
と
笑
顔
で
話
す
。          　
　
　
　

 

（
毛
利
春
香
）

　

安
倍
さ
ん
は
建
設
関
係
の
仕

事
で
１
９
９
４
年
に
来
イ
。
妻

と
中
学
３
年
生
の
長
男
、
同
１

年
生
の
長
女
の
４
人
家
族
。
餅

つ
き
に
関
わ
っ
た
き
っ
か
け

は
、
当
時
長
男
が
通
っ
て
い
た

Ｊ
Ｊ
Ｓ
幼
稚
部
の
も
ち
つ
き
会

で
コ
シ
の
な
い
「
の
り
」
の
よ

う
な
餅
を
見
た
こ
と
だ
っ
た
。

「
幼
い
頃
か
ら
餅
つ
き
に
親
し

ん
で
き
た
の
で
、
お
い
し
い
餅

の
作
り
方
を
教
え
ら
れ
る
」
と

思
っ
た
と
い
う
。

　

安
倍
さ
ん
は
秋
田
県
の
生
ま

れ
。
ふ
る
さ
と
で
は
年
末
だ
け

で
な
く
、
田
植
え
前
や
稲
刈
り

な
ど
の
祝
い
事
が
あ
る
度
に
、

家
族
や
近
所
の
人
が
集
ま
っ
て

必
ず
餅
つ
き
を
し
て
い
た
。

「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
わ
い
わ

い
や
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
父

ち
ゃ
ん
が
餅
を
杵
で
つ
い
て
母

ち
ゃ
ん
が
餅
を
ひ
っ
く
り
返

す
。
互
い
の
信
頼
関
係
が
な
い

と
で
き
な
い
」
と
振
り
返
る
。

　

近
年
、
普
通
の
家
庭
で
は
市

販
の
餅
を
購
入
し
た
り
機
械
で

作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、

臼
と
杵
を
使
っ
て
餅
を
作
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

「
若
い
親
の
世
代
が
、
餅
つ
き

の
方
法
を
知
ら
な
い
の
も
仕
方

が
な
い
」
。
そ
の
た
め
安
倍
さ

ん
は
も
ち
米
の
下
準
備
や
蒸
し

方
か
ら
餅
の
つ
き
方
ま
で
一
か

ら
丁
寧
に
教
え
る
。

　

安
倍
さ
ん
に
よ
る
と
、
お
い

し
い
餅
を
作
る
に
は
蒸
す
作
業

が
一
番
重
要
で
、
下
準
備
の
段

階
で
味
が
決
ま
る
と
い
う
。
も

ち
米
は
前
日
か
ら
水
に
つ
け
た

後
、
最
低
で
も
２
、
３
時
間
か

け
て
水
を
切
る
。
蒸
し
始
め
て

か
ら
は
む
ら
が
出
な
い
よ
う
途

中
で
一
度
も
ち
米
を
ひ
っ
く
り

返
す
。
最
後
に
水
分
を
吸
っ
て

伸
び
た
も
ち
米
を
し
め
る
た
め

に
冷
水
を
か
け
、
再
度
蒸
す
。

「
お
い
し
い
餅
を
作
る
に
は
手

間
も
時
間
も
か
か
る
」
と
い

う
。

　

「
日
本
で
も
や
ら
な
い
こ
と

を
遠
く
離
れ
た
南
国
の
地
で
や

る
の
が
面
白
い
。
今
後
も
日
本

の
伝
統
文
化
を
若
い
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見

せ
る
安
倍
さ
ん
。
餅
つ
き
は
も

ち
米
と
臼
と
杵
が
あ
り
、
手
順

さ
え
覚
え
れ
ば
誰
で
も
で
き

る
。
「
み
ん
な
の
手
で
作
っ
た

で
き
た
て
の
温
か
い
餅
を
食
べ

れ
ば
、
心
も
あ
っ
た
か
く
な

る
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

秋
田
出
身
の
安
倍
さ
ん

餅
つ
き
を
教
え
る
安
倍
さ
ん
（
右
）
＝
写
真
提
供
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
道
産
子
会

　

来
イ
中
の
拓
殖
大
学
の
福
田

勝
幸
理
事
長
は
10
日
、
東
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
ダ
ル
マ
プ
ル
サ
ダ
大

学
で
オ
ロ
ア
ン
・
シ
ア
ハ
ア
ン

同
大
学
長
と
会
談
し
、
来
年
９

月
に
ダ
ル
マ
プ
ル
サ
ダ
大
工
学

部
に
「
ト
レ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー

ス
」
を
開
設
す
る
と
明
ら
か
に

し
た
。
拓
大
か
ら
講
師
を
派
遣

   

金
型
設
計
の
プ
ロ
育
成

 

拓
殖
大
学

来
年
か
ら   

プ
ル
サ
ダ
大
で
集
中
講
義

す
る
英
語
の
講
座
を
通
じ
、
日

系
企
業
な
ど
で
活
躍
で
き
る
技

術
者
を
養
成
す
る
。

　

２
月
23
日
〜
３
月
６
日
に
は

10
日
間
の
集
中
講
義
「
金
型
設

計
技
術
者
育
成
コ
ー
ス
」
を
実

施
す
る
。
工
学
部
の
学
生
30
人

が
金
型
設
計
技
術
の
基
礎
を
学

び
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

支
援
設
計
）
を
使
っ

て
実
際
に
あ
る
工
業

製
品
を
そ
の
ま
ま
図

と
し
て
書
く
（
ト
レ

ー
ス
）
な
ど
実
践
を

積
み
、
日
本
の
工
業
規
格
に
従

っ
た
製
図
技
術
を
身
に
つ
け

る
。

　

９
月
以
降
に
導
入
す
る
講
義

の
試
験
版
と
し
て
実
施
し
、
問

題
点
や
教
育
効
果
な
ど
を
確
か

め
る
。
セ
ミ
ナ
ー
や
コ
ー
ス
を

通
じ
学
生
を
技
術
者
の
プ
ロ
と

し
て
育
て
、
自
動
車
産
業
や
家

電
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
金
型
設

計
技
術
を
必
要
と
す
る
日
系
企

業
や
地
元
企
業
へ
送
り
込
む
こ

と
が
狙
い
。
約
50
時
間
の
全
講

義
時
間
で
拓
殖
大
工
学
部
か
ら

指
導
者
２
〜
３
人
を
派
遣
し
、

講
義
は
英
語
で
行
う
。

　

福
田
理
事
長
ら
は
オ
ロ
ア
ン

学
長
の
案
内
で
集
中
講
義
に
使

用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
や
教

室
な
ど
を
、
拓
殖
大
工
学
部
機

械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
高
橋
拓

也
助
手
は
工
作
室
な
ど
も
見
学

し
た
。
福
田
理
事
長
は
「
わ
れ

わ
れ
が
集
中
講
義
を
す
る
こ
と

で
、
ダ
ル
マ
プ
ル
サ
ダ
大
学
が

持
つ
も
の
づ
く
り
精
神
の
強
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。
オ
ロ
ア
ン
学
長
は
「
技

術
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
規
則
正
し
さ
も
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
の
若
者
に
学
ん
で
ほ
し

い
」
と
拓
殖
大
の
取
り
組
み
に

期
待
し
た
。

　

福
田
理
事
長
ら
は
同
日
夕
、

中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
商
業
省
で

ゴ
ー
ベ
ル
商
業
相
を
表
敬
訪
問

し
た
。
ダ
ル
マ
プ
ル
サ
ダ
大
学

の
理
事
長
を
務
め
る
ゴ
ー
ベ
ル

氏
は
拓
殖
大
学
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と

っ
て
う
れ
し
い
こ
と
。
今
後
も

協
力
関
係
を
続
け
、
両
国
の
経

済
発
展
に
尽
く
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

（
山
本
康
行
、
写
真
も
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室

で
集
中
講
義
用
の

機
器
を
確
認
す

る
拓
殖
大
学
の

福
田
勝
幸
理
事

長
（
左
）
と
ダ
ル

マ
プ
ル
サ
ダ
大
学

の
オ
ロ
ア
ン
・
シ

ア
ハ
ア
ン
学
長

（
右
）

　

医
療
保
障
の
社
会
保
障
機
関

（
Ｂ
Ｐ
Ｊ
Ｓ
）
ク
セ
ハ
タ
ン
は

９
日
、
来
年
全
国
に
支
所
30
カ

所
を
新
設
し
、
職
員
１
５
０
０

人
を
採
用
す
る
計
画
を
発
表
し

た
。
健
康
保
険
加
入
者
を
現
在

の
１
億
３
１
９
０
万
件
か
ら
１

億
６
８
０
０
万
件
に
引
き
上
げ

る
目
標
で
、
こ
れ
に
対
応
し
た

措
置
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｊ
Ｓ
ク
セ
ハ
タ
ン
の
テ

ィ
ダ
ル
ワ
テ
ィ
理
事
（
会
員
・

普
及
担
当
）
が
同
日
開
か
れ
た

会
合
で
明
ら
か
に
し
た
。

　

現
在
の
健
康
保
険
加
入
者
の

内
訳
は
、
官
民
企
業
社
員
は
約

１
千
万
件
と
全
体
の
７
％
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
大
半
は
個
人

  

来
年
に
30
支
所
新
設

Ｂ
Ｐ
Ｊ
Ｓ
医
療
保
障

加
入
者
。
同
理
事
に
よ
る
と
、

多
く
の
企
業
で
は
現
在
利
用
し

て
い
る
民
間
健
康
保
険
の
契
約

期
間
が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
Ｂ

Ｐ
Ｊ
Ｓ
の
健
康
保
険
が
有
用
で

あ
る
か
検
討
し
て
い
る
。

　

労
働
省
の
幹
部
も
、
多
く
の

経
営
者
や
労
働
者
は
Ｂ
Ｐ
Ｊ
Ｓ

の
健
康
保
険
に
切
り
替
え
て
も

専
門
医
や
病
院
か
ら
直
接
医
療

を
本
当
に
受
け
ら
れ
る
の
か

「
不
信
感
を
依
然
、
抱
い
て
い

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
か
ら
国
民
皆
保

険
の
Ｂ
Ｐ
Ｊ
Ｓ
設
置
を
推
し
進

め
た
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
（
当

時
）
が
出
し
た
Ｂ
Ｐ
Ｊ
Ｓ
ク
セ

ハ
タ
ン
に
関
す
る
大
統
領
令

（
13
年
第
１
１
１
号
）
で
は
、

中
小
零
細
、
大
規
模
を
含
め
た

全
て
の
企
業
に
対
し
、
従
業
員

の
Ｂ
Ｐ
Ｊ
Ｓ
加
入
を
義
務
づ
け

て
い
る
。—

訂
正—

　

10
日
付
「
高
速
ボ
ー
ト
を
供

与
」
の
記
事
で
、
「
セ
ン
タ
ー

局
が
３
カ
所
あ
る
が
」
と
あ
る

の
を
「
セ
ン
サ
ー
局
が
３
カ
所

あ
る
が
」
に
訂
正
し
ま
す
。

　

プ
ラ
ボ
ウ
ォ
・
グ
リ
ン
ド
ラ

党
党
首
の
弟
、
ハ
シ
ム
副
党
首

は
10
日
、
１
年
半
務
め
た
南
ジ

ャ
カ
ル
タ
の
ラ
グ
ナ
ン
動
物
園

の
取
締
役
会
代
表
を
退
任
し

た
。
同
党
を
離
党
し
た
「
犬
猿

の
仲
」
の
ア
ホ
ッ
ク
知
事
と
の

「
手
切
れ
」
と
い
う
見
方
が
あ

る
。
コ
ン
パ
ス
コ
ム
な
ど
が
報

じ
た
。 アホック知事と「手切れ」

ラグナン動物園代表を退任
プラボウォ氏弟

　

バ
リ
州
ヌ
サ
ド
ゥ
ア
で
８

月
、
米
国
人
女
性
（
62
）
が
殺

害
さ
れ
、
遺
体
が
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
に
入
れ
ら
れ
遺
棄
さ
れ
た

事
件
で
、
殺
人
な
ど
の
疑
い

で
逮
捕
さ
れ
た
被
害
女
性
の

娘
（
19
）
が
交
際
相
手
の
男

（
21
）
と
の
間
の
子
を
妊
娠
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
一
部
で
注
目
を
集
め
て
い

る
。

　

現
地
か
ら
の
報
道
に
よ
る

と
、
逮
捕
後
の
調
べ
で
女
が
妊

娠
７
カ
月
前
後
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
胎
児
の
性
別
も
判

明
。
女
は
「
昨
日
、
娘
が
お
な

か
の
中
で
動
い
た
の
。
刑
務
所

で
育
て
る
わ
。
授
乳
も
す
る
」

な
ど
と
話
し
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
、
女
が
拘
置
さ
れ
て
い
る

同
州
ク
ロ
ボ
カ
ン
刑
務
所
の
担

当
者
は
、
出
産
の
た
め
の
設
備

が
な
い
上
、
育
児
は
２
年
間
し

か
許
可
さ
れ
な
い
と
説
明
し
、

刑
務
所
内
で
の
育
児
に
難
色
を

示
し
て
い
る
。

　

地
元
メ
デ
ィ
ア
は
、
別
々
に

取
り
調
べ
を
受
け
て
い
た
二
人

が
警
察
か
ら
検
察
に
身
柄
を
移

さ
れ
る
際
、
再
会
を
果
た
し
て

涙
す
る
様
子
な
ど
を
伝
え
て
い

る
。

母
殺
害
容
疑
の
娘

「
刑
務
所
で
子
育
て
る
」

バ
リ
島

　

ハ
シ
ム
氏
は
同
日
、
中
央
ジ

ャ
カ
ル
タ
の
州
庁
舎
で
自
身
に

よ
る
「
動
物
園
再
活
性
化
」
の

報
告
書
を
ア
ホ
ッ
ク
氏
に
提
出

し
た
。
会
談
で
ハ
シ
ム
氏
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
動
物
園
を
見
本
と

し
て
「
州
政
府
は
駐
車
場
、
園

内
モ
ノ
レ
ー
ル
を
整
備
し
、
ナ

イ
ト
サ
フ
ァ
リ
を
拡
充
す
る
べ

き
」
と
持
論
を
展
開
し
た
。

　

就
任
時
か
ら
、
ハ
シ
ム
氏
が

動
物
園
再
建
と
と
も
に
周
辺
の

観
光
地
化
を
目
論
ん
で
い
る
と

の
観
測
も
あ
っ
た
。
た
だ
昨
年

末
に
動
物
園
の
決
算
の
不
透
明

さ
が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙

に
突
入
し
て
以
降
、
再
建
計
画

は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

ハ
シ
ム
氏
の
代
表
就
任
は
、

知
事
選
で
グ
リ
ン
ド
ラ
党
が
推

薦
し
た
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
―
ア
ホ
ッ

ク
の
着
任
以
降
。
だ
が
、
ジ
ョ

コ
ウ
ィ
氏
は
大
統
領
選
で
兄
プ

ラ
ボ
ウ
ォ
党
首
を
破
り
、
ア
ホ

ッ
ク
氏
も
離
党
し
た
。

　

ア
ホ
ッ
ク
知
事
は
会
談
で

「
ハ
シ
ム
氏
に
感
謝
し
た
い
。

退
任
は
大
変
残
念
だ
」
と
話
し

た
。

催し

▼バリダンス発表会

　 バ リ ダ ン ス 教 室 「 ウ
ィラ・クンチャナ」は14
日 （ 日 ） 、 南 ジ ャ カ ル
タ・クニンガンにある劇
場「Teater Gedung Nyi 
Ageng Serang」でダンス
発表会を開く。
　開演は午後２時。入場無
料。
　「メンバー総勢77人がガ
ムランの音楽に乗せ、日ご
ろの成果を披露します！」

募集

▼歩く会

　歩く会は13日（土）、西
ジャワ州ボゴール県グヌン
プトリのインドセメント工
場近郊の原始林を散策す
る。午前８時集合、同８時
半にウォーク開始。雨天決
行。
　集合場所の詳細は同会
のブログ（http://d.hatena.
ne.jp/jwcaruku/）で確認
できる。
　問い合わせは信夫さん
（携帯0811・167・780、メ
ールjwcarukukai@yahoo.
co.jp）まで。
▼インドネシアを楽しむ会

　インドネシアを楽しむ会
は25日（木）～28日（日）
に東カリマンタン州の秘境
マハカム河流域を船旅する
にあたり、参加者を募集
している。25日午前４時40
分、スカルノハッタ空港タ
ーミナル２の出発ロビーに
集合。
　詳細や参加費などは担当

者に問い合わせる。
　問い合わせは斎藤さん
（携帯0816・117・2318、メ
ールmadico@biz.net.id）ま
で。
▼ジャカルタ72ゴルフ

　女性だけのゴルフサーク
ル。毎週水曜にジャカルタ
近郊のゴルフ場でラウンド
を楽しむ。週１～２回程度
の練習会も開いている。
　入部費は１人20万ルピ
ア。月会費は同２万ルピ
ア。
　問い合わせは大濱さん
（携帯0858・8251・5192、
メールjakarta72golf@gma
il.com）まで。
▼湘友会ジャカルタ支部

　神奈川県立湘南高等学校
の同窓生の集まり。
　定期的にゴルフコンペや
懇親会を開いている。
　問い合わせは小林さん
（携帯0812・876・7857、
メールchie@jac-recruitme
nt.co.id）まで。

▼埼玉県人会

　 埼 玉 県 人 会 は 1 1 日
（木）、午後７時から南ジ
ャカルタのプラザバピンド
にある日本食レストラン
「水峰」で懇親会を開く。
　問い合わせは山路さん
（携帯0821・2553・1877、
メールmasayoshi.yamaji@
nagawa.co.id）まで。
▼長野県人会

　 長 野 県 人 会 は 1 1 日
（木）、午後６時半から西
ジャワ州ブカシ県リッポー
チカランにある日本食レス

トラン「花火」で懇親会
を開く。会費は男性１人35
万ルピア、女性同20万ルピ
ア。
　問い合わせは唐澤さん
（メールm_karasawa@
smfl.co.id）まで。
▼酉年会

　酉年生まれの集まり「酉
年会」は20日（土）、午後
６時半から忘年会を開く。
　「今回は新たに会員名簿
も作成します。開催場所は
後日、ご連絡いたします」
　問い合わせは北川さん
（メールkoshiro.kitagawa@
gmail.com）まで。　
▼山形県人会

　 山 形 県 人 会 は 1 7 日
（水）、午後７時から、南
ジャカルタ・ブロックＭに
ある日本食レストラン「丸
福」で懇親会を開く。
　参加費は１人約40万ルピ
ア。
　問い合わせは佐藤さん
（携帯0878・7839・8840、  
　メールy-sato@maruhide.
co.id）まで。
▼新潟県人会

　 新 潟 県 人 会 は 2 0 日
（土）、西ジャワ州カラワ
ンのロータスレイクゴルフ
場で午前11時半からゴルフ
コンペを、同州ブカシ県の
複合開発地域「デルタマ
ス」にあるデルタマス内の
日本食レストラン「きらき
ら銀座」で午後６時から懇
親会を開く。
　問い合わせは若井さん
（メールwakai@tsuchiya-
mfg.co.id）まで。

４種の音色でクリスマス  
21日、リコーダーアンサンブルがコンサート

懇親会

　立命館校友会は４日、南ジャカルタのウィジャ
ヤにある日本食レストラン「鳥元」で懇親会を開
いた。初参加者３人を含めた17人が集まり、親睦
を深めた＝写真。
　会員たちは初参加者に、同会の活動内容などを
説明したり、インドネシアでの生活情報を教えた
りした。会員の東さんは１年ぶりの来イで会員た
ちと再会するために懇親会に参加。東さんは同会
の事務局長を務めた経験がある。久しぶりの再会
で懐かしい話に花を咲かせた。
　同会では懇親会やゴルフコンペ、バーベキュー
大会などを開催している。随時、会員を募ってい
る。
　「立命館出身の方なら誰でも参加できます」
　問い合わせは唐澤さん（メールm_karasawa@
smfl.co.id）まで。

17人が親睦深める
東さんと１年ぶりの再会

◇立命館校友会が懇親会◇

　ジャカルタ・リコーダーアンサンブルは21日（日）、
南ジャカルタのブミマス・アパートメント南棟のファン
クションルームでクリスマスコンサートを開く。
　午前10時半に開場、同11時開演。入場無料。
　４種類のリコーダーを使いクリスマスソングをアンサ
ンブル演奏をする。来場者参加型イベント「みんなで吹
こう」などのコーナーも用意している。
　「リコーダーを持って集ろう！　皆さまのお越しをお
待ちしております」
　問い合わせは水野さん（携帯0853・1079・9038）か、
松浦さん（同0811・1849・195）まで。

　ジャカルタ・ジャパンクラブ（ＪＪＣ）の少年野球チ
ーム「リトルリーグ部」は部員を募っている。
　毎週土曜午前８時～正午、西ジャワ州ボゴール県スン
トゥールのＪＪＣグランドで活動している。
　Ｔボール（幼稚園～小学２年）やマイナー（小学３～
同４年）、メジャー（小学５～同６年）、ジュニア（中
学生）の学年別。
　「野球好きの皆さん、一緒に汗を流しませんか？」
　問い合わせは長島さん（メールh.nagashima2012@
gmail.com）か、永海さん（同sayuri_jkt@yahoo.co.jp）
まで。

野球好き、集まれ！ 

◇◇ＪＪＣリトルリーグ部が部員募集◇◇

　中央ジャカルタの日本食レストラン
「鳳月」は13日（土）、同店で開く料
理講習会の参加者を募っている。
　高井大樹料理長が「ちょっとした工
夫でおいしい料理」と題し、インドネ

シアの食材を使った料理を紹介する。
午後10時に受付開始、同10時半に講習
会開始。
　受講費は１人25万ルピア。定員は24
人。事前に電話予約が必要。予約受付

時間は午前11時～午後６時まで（日曜
定休日と政令指定休日を除く）。
　申し込み問い合わせはリアニさんか
サンティさん（☎021・520・1233）ま
で。

13日、料理講習会を開講 　 ◇◇◇◇日本食レストラン「鳳月」◇◇◇◇
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